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１１１１１１１１１１１１１ 次世代原子力システム研究開発
���サイクルの実用化に向けて

　私たちは、高速増殖炉（FBR）サイクルの実用化に向
け、電気事業者，メーカ等と連携して「高速増殖炉サイ
クル実用化研究開発」（FaCTプロジェクト）を推進して
います（図１-１）。
　FaCTプロジェクトでは、酸化物燃料を用いたナトリウム冷却
FBR，先進湿式法再処理及び簡素化ペレット法燃料製造
を組み合わせた概念（主概念）を中心に進めており、２００９
年度は、個別技術となる炉システム，再処理システム及び
燃料製造技術開発等の成立性見通しを進めました。本章
で紹介する各トピックスのテーマは以下のとおりです。

　FBR実証炉や実用炉のシステム設計研究では、先進
ループ型ナトリウム冷却高速炉（JSFR：Japan Sodium-
cooled Fast Reactor）の設計研究と関連する研究開発を進
め、原子炉プラントの信頼性を向上させるため、冷却材
であるナトリウムと水とのバウンダリの概念を構築しま
した（トピックス１-１）。炉心設計に係る技術開発では、
核不拡散性を向上させるための炉心設計の実現性を明ら
かにしました（トピックス１-２）。
　炉システム関係の革新技術については、炉心崩壊事故

時の安全性向上策として厳しい出力上昇を回避するため
の対策を実験的に確認し（トピックス１-３）、保守補修技
術では、電磁場を利用した検出性をシミュレーションす
る技術を開発しました（トピックス１-４）。
　再処理システム関係の革新技術については、FBR燃料
集合体の解体せん断が可能である見通しを得（トピック
ス１-５）、抽出工程ではマイナーアクチニド（MA）を分離
回収する抽出クロマトグラフィー法の適用性を確認して
います（トピックス１-６）。燃料製造技術開発では、燃料
ペレット製造過程の原料粉末の造粒技術の見通しを得まし
た（トピックス１-７）。また、FBR燃料の物理的性質や燃
焼挙動の解明も行っています（トピックス１-８，１-９）。
一方、再処理システムの副概念である乾式再処理の技術
開発では、金属電解法によりアクチニド元素を回収でき
ることを確認しました（トピックス１ - １０）。
　FaCTプロジェクトを支える基礎基盤研究については、
プラントの照射損傷量を磁気的手法により検出できる見
通しを得（トピックス１ - １１）、ナノ粒子界面での原子間
相互作用を利用したナトリウムの高い化学的活性度を抑
制する技術の適用見通しを得ました（トピックス１ - １２）。

炉システムに係る革新技術課題

①配管短縮のための高クロム鋼の開発
②システム簡素化のための冷却系２ループ化
③１次冷却系簡素化のためのポンプ組込型中間熱交換器開発
④原子炉容器のコンパクト化
⑤システム簡素化のための燃料取扱系の開発
⑥格納容器のSC（スチールコンクリート）造化
⑦高燃焼度化に対応した炉心燃料の開発
⑧配管２重化によるNa漏えい対策と技術開発
⑨直管２重伝熱管蒸気発生器の開発
⑩保守，補修性を考慮したプラント設計と技術開発
⑪受動的炉停止と自然循環による炉心冷却
⑫炉心損傷時の再臨界回避技術
⑬大型炉の炉心耐震技術

先進湿式法再処理に係る革新技術課題

①解体・せん断技術の開発
②高効率溶解技術の開発
③晶析技術による効率的ウラン回収システムの開発
④U,Pu,Npを一括回収する高効率抽出システムの開発
⑤抽出クロマト法によるMA回収技術の開発
⑥廃棄物低減化（廃液二極化）技術の開発

簡素化ペレット法燃料製造に係る革新技術課題

①脱硝・転換・造粒一元処理技術の開発
②ダイ潤滑成型技術の開発
③焼結・O/M（酸素対金属）調整技術の開発
④燃料基礎物性研究
⑤セル内遠隔設備開発
⑥TRU（超ウラン元素）燃料取扱技術
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図１-１　FaCTプロジェクトの概要と革新技術課題
FaCTプロジェクトは、２０２５年頃の実証炉の実現，２０５０年頃の商業炉の開発を目指して、要素技術開発とシステム設計研究を実施し、
２０１０年には開発すべき革新技術の採用可否判断を行い、２０１５年には実証炉及び実用炉の概念設計と実用化に向けた研究開発計画案の
提示を行う計画で進めています。




